
総務広報課男女共同参画推進室　☎72-2111問

毎年11月12日～25日は「女性に対する暴力をなくす運動」の実施期間です。
新型コロナウイルス感染症の影響により、自宅で過ごす時間が増え、生活不安やスト
レスを抱える人が増えたことなどから、配偶者や親しい関係にあるパートナーからの暴
力（DV・デートDV）が増加していると言われています。
特に、令和４年度は全国的に「性暴力を、なくそう」をテーマに、性犯罪・性暴力の根
絶に向けた広報・啓発活動を強化しています。
あなたが望まない性的な行為は性暴力です。性暴力は、女性の人権を著しく侵害する
ものであり、決して許されない行為です。暴力を受けた・見聞きしたら、すぐに相談窓口に連絡しましょう。

11月12日～25日は
「女性に対する暴力をなくす運動」実施期間です

パープルリボン（紫色のリボン）を知っていますか。パープルリボンには、女性に対す
るあらゆる暴力をなくしていこうというメッセージが込められています。これは1994
年、アメリカで女性に対する暴力の被害当事者によって生まれた草の根運動ですが、現
在は国際的な運動へと広がっています。
この運動に賛同された「国際ソロプチミスト小郡」が、ツリーとパープルリボンを市役
所本館１階ロビーに設置します（11月１日～25日）。「女性に対する暴力を根絶したい」と
いう願いを込めて、ツリーにパープルリボンを結ぶと、リボンの数に応じて「国際ソロプ
チミスト小郡」からDV被害者等支援団体へ寄付金が送られます。（リボンは無料で受け取
れます）
パープルリボンを結んで「女性に対する暴力をなくす運動」にご協力をお願いします。

「女性に対する暴力根絶の象徴」　パープルリボンを結びましょう

一人で悩まないで相談してみましょう

No.456人権・部落問題シリーズ

　児童虐待に関する相談対応件数は年々増加しており、地域全体で取り組むべき
重要な課題となっています。あなたの気付きが子ども、保護者そして家族を救い
ます。ためらわず児童相談所虐待対応ダイヤルへ早期の連絡をお願いします。

　189は、子どもたちや保護者のSOSの声をいち早く
キャッチするためのダイヤルです。
　電話は、近くの児童相談所につながります。匿名で
も連絡でき、秘密は守られます。

ヤングケアラーとは、本来大人が担うと想定されるような家事や家族の世話な
どを日常的に行っている子どものことです。責任や負担の重さから、学業や友人
関係などに影響が出てしまうこともあります。
ヤングケアラーの人・ヤングケアラーが身近にいる人へ
家族の手伝い・手助けをするのは「ふつうのこと」と思うかもしれません。しか
し学校生活に影響が出たり、心や体に不調を感じたりしている場合は、少し注意
が必要です。自分のことや家のことを話すのは勇気がいると思いますが、あなた
の話を聞いて、共感し、サポートしてくれる人は必ずいます。学校の先生、親戚、
友達など信頼できる相手に相談してみましょう。

こんなときはすぐお電話ください
•「あの子、もしかしたら虐待を受けているかも」と
思ったとき
•子育てがつらくて、つい子どもにあたってしまう
•身の周りで子育てに悩んでいる人がいる

児童虐待には、大きく分けて次の４つ
があります
①身体的虐待（殴る、蹴るなど）
②性的虐待（性的行為を見せるなど）
③ネグレクト（食事を与えない、ひど
く不潔にするなど）
④心理的虐待（言葉による脅し、無視
するなど）

ヤングケアラーのこと、知っていますか

11月は児童虐待防止推進月間です
子育て支援課児童家庭係（あすてらす内）　☎72-6666問

【通話料無料】

「もしかして？」 ためらわないで！ １８９
いち はや  く

小郡市子ども総合相談センター
☎72-7480（通話料がかかります）
月〜金曜の９時〜16時半

（土日祝日、12月29日〜１月３日を除く）

24時間子供SOSダイヤル ☎0120-0-78310（なやみいおう）（通話料無料）
24時間（年中無休）

子どもの人権110番
☎0120-007-110（通話料無料）
月〜金曜の８時半〜17時15分

（土日祝日、12月29日〜１月３日を除く）
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